
釣
船
に 

乗
せ
て
鶴
姫 

送
る
瀬
戸 

頬
は
微
か
に 

桜
エ
ビ
色 

令
和
四
年
四
月
二
十
二
日 大

中
臣
正
比
呂 

 

瀬
戸
内
の
大
山
祇

お
お
や
ま
づ
み

神
社 

大
宮
司
の
娘
、
鶴
姫
は
勇
敢
な
悲
恋
の
女
性
だ
が
、 

駿
河
の
姫
を
釣
り
上
げ
て
み
る
と
、
恥
ず
か
し
げ
に
頬
は
桜
エ
ビ
を
し
て
い
る
。 

一
緒
に
瀬
戸
内
ま
で
行
こ
う
よ
。
海
は
つ
な
が
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
。 
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